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つ
い
つ
い
買
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
面
白
い
。
一
つ

ご
紹
介
を
▼
「
人
間
椅
子
」
と
い

う
小
説
、
乱
歩
31
歳
の
時
の
作
品

で
あ
る
。
あ
る
風
采
の
上
が
ら
な

い
椅
子
職
人
に
、
有
名
ホ
テ
ル
か

ら
椅
子
の
注
文
が
入
る
。
日
頃
鬱

屈
し
て
い
た
職
人
は
、
一
計
を
案

じ
る
。
椅
子
の
内
部
に
人
一
人
隠

れ
て
入
る
隙
間
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
彼
は
日
々
ロ
ビ
ー

で
人
間
観
察
を
続
け
る
。
絶
世
の

美
人
も
座
れ
ば
、
政
府
の
高
官
も

座
る
。
そ
の
一
挙
手
一
投
足
、
会

話
も
す
べ
て
丸
分
か
り
で
あ
る
。

相
手
は
ま
さ
か
男
が
隠
れ
て
い
る

と
は
知
ら
ず
本
音
を
語
る
▼
こ
の

小
説
の
書
か
れ
た
の
は
関
東
大
震

災
の
翌
年
の
大
正
14
年
、
治
安
維

持
法
の
で
き
た
年
で
あ
る
。
言
論

弾
圧
が
強
ま
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
崩
壊
し
て
い
く
変
曲
点
に

あ
た
る
。
こ
の
時
代
の
小
説
に

は
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
鬱
屈

し
た
心
理
が
見
て
取
れ
る
。
他
人

の
本
音
を
読
み
取
る
「
人
間
椅

子
」
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
便
利
だ

ろ
う
と
▼
い
や
、
百
年
後
の
今
だ

っ
て
同
じ
だ
。
先
日
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
椅
子
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
石
破
首
相
が
腰
か
け
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
大
統
領
も
腰
か
け
た
。
か

た
や
卑
屈
に
頭
を
下
げ
、
か
た
や

派
手
に
口
論
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

が
、
本
当
の
と
こ
ろ
、
何
が
話
さ

れ
何
が
本
音
な
の
か
、
私
た
ち
に

は
知
る
由
も
な
い
▼
た
だ
一
つ
言

え
る
の
は
、
物
言
え
ぬ
時
代
、
真

実
の
隠
さ
れ
た
時
代
の
行
く
末
が

何
で
あ
っ
た
か
、
歴
史
は
教
え
て

く
れ
て
い
る
。
真
実
を
知
る
た

め
、
あ
な
た
は
誰
の
「
人
間
椅

子
」
に
な
り
た
い
で
す
か
？ （
星
）

　

古
書
店
で
江
戸
川

乱
歩
の
短
編
集
を
見

つ
け
た
。
30
年
も
前

に
刊
行
さ
れ
た
本

だ
。
値
段
に
釣
ら
れ
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尼崎支部が医院継承セミナー ２面

６面研
面
究 保険診療のてびき
「新時代の呼吸器感染症治療」

県弁護士会共催「使わなくていい？
『マイナ保険証』」シンポジウム講演録４～５面

「保険でより良い歯科医療を「保険でより良い歯科医療を
 求める」署名にご協力を！ 求める」署名にご協力を！

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会

子どもの貧困と健康・医療子どもの貧困と健康・医療
～特に“ひとり親世帯”の
 現状と施策について～

日　時　４月13日（日）14時～16時30分
会　場　協会５階会議室（オンライン併用）
講　師　 法政大学大原社会問題研究

所教授　藤原 千沙先生
歯科分野の話題提供「『歯科酷書』から
考える“人権としての歯科医療”」
冨澤洪基氏（尼崎医療生
活協同組合生協歯科／連
絡会共同代表）

※署名用紙や署名付きポケットティッ
シュなどグッズのご注文は、☎078－
393－1809まで

来場お申し込みは、☎078－393－1809
まで。オンライン申込は右上二次元コ
ードから

◀
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
は

こ
ち
ら
か
ら　
　

「医療DX推進体制整備加算」
「在宅医療DX情報活用加算」
４月以降の算定にあたり、
届出直しが必要な場合があります

詳しくは５面へ

２・20 中央要請行動

高額療養費改悪白紙撤回高額療養費改悪白紙撤回をを

歯科技工問題交流会に歯科医師・技工士ら17人

感
想
文

歯科医師・歯科技工士が
　　　一致して危機打開を

　

協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
は
２
月
１
日
、
協
会
会
議

室
で
歯
科
技
工
問
題
交
流
会
「
歯

科
技
工
の
危
機
を
乗
り
越
え
よ

う
！
ホ
ン
ネ
で
語
る
夕
べ
〜
『
２

０
２
４
歯
科
技
工
ア
ン
ケ
ー
ト
』

結
果
発
表
も
あ
わ
せ
て
〜
」
を
開

催
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
の
雨
松
真
希
人
氏

（
兵
庫
連
絡
会
共
同
代
表
／
全
国

連
絡
会
会
長
）
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
基
調
報
告
。
白
岩
一
心
先
生

（
協
会
副
理
事
長
／
兵
庫
連
絡
会

世
話
人
）
が
歯
科
医
師
の
立
場
か

ら
「
歯
科
技
工
士
さ
ん
と
の
経
験

談
と
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
方

針
」
を
話
題
提
供
し
、
歯
科
医
師

７
人
、
歯
科
技
工
士
・
技
工
所
経

営
者
10
人
の
計
17
人
（
来
場
13
人

／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
４
人
）
が
参
加
し

た
。
柴
田
麻
紀
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

保
団
連
・
協
会
は
２
月
20
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
予
算
審

議
が
行
わ
れ
る
な
か
、
高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
の
白
紙
撤
回
、
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
、
従
来
の
保
険
証
の
発
行
継
続
な

ど
を
兵
庫
県
選
出
国
会
議
員
ら
へ
要
請
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
白
岩

一
心
副
理
事
長
、
小
寺
修
評
議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
技
工
士
の
方
々
の
い

ろ
い
ろ
な
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
始
ま
り
、
こ
の

た
び
兵
庫
県
歯
科
技
工
所
８
６
５

カ
所
を
対
象
に
行
わ
れ
た
２
０
２

４
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
と
て

も
詳
し
い
内
容
で
、
技
工
所
の
規

模
は
圧
倒
的
に
一
人
ラ
ボ
が
多

く
、
午
前
中
は
集
配
等
を
行
い
、

技
工
は
午
後
か
ら
で
仕
事
時
間
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
う
維
持
費
の
高
騰
、
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
も
最
後
は
人
の
手
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

常
に
厳
し
い
、
と
い
う
ご
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
な
し
で
は
歯
科
医

療
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
技
工
士

養
成
学
校
が
閉
校
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
歯
科
技
工
教
育
の
場
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
歯
科
医

療
業
界
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
た

交
流
会
で
し
た
。

【
歯
科
・
準
会
員　
柴
田　

麻
紀
】

　

経
営
は
「
７
：
３
」（
技

術
料
７
：
管
理
料
３
）
で
も

成
り
立
つ
の
は
難
し
い
。
現

在
歯
科
技
工
士
の
年
齢
は
60

代
以
上
が
圧
倒
的
。
卒
後
５

年
以
内
に
約
７
割
の
方
が
離

職
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
半
数

の
方
が
１
日
12
時
間
以
上
労

働
。
週
休
１
日
あ
れ
ば
良
い

方
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
技
工
士
養
成
学
校
は
定

員
割
れ
が
続
き
閉
校
し
て
い

く
。

　

歯
科
技
工
は
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
が
将
来
性
が
非

アンケート結果と歯科技工士の生の声から、
歯科技工所の深刻な実態が共有された　　　

面
談
し
た
福
島
議
員
（
左
２
人
目
）

協
会
の
要
請
に
応
じ
て
面
談
し
た
井
坂
（
①
左
２
人
目
）・
池
畑
（
②
左
２
人
目
）

・
倉
林
（
③
右
２
人
目
）・
堀
川
（
④
右
）
各
議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３月20日３月20日（（木）『よんチャンTV木）『よんチャンTV』』

（MBS）内で、16時～17時の（MBS）内で、16時～17時の

間10分程度「歯科技工危機」間10分程度「歯科技工危機」

問題が放送される予定です！問題が放送される予定です！

ぜひご視聴くださいぜひご視聴ください!!!!

※放送翌日からYouTube配信あり※放送翌日からYouTube配信あり

　

当
日
は
、
井
坂
信
彦
（
立
憲
）

・
池
畑
浩
太
朗
（
維
新
）・
堀
川

朗
子
（
共
産
）
各
衆
議
院
議
員
、

倉
林
明
子
（
共
産
）・
福
島
瑞
穂

（
社
民
）
両
参
議
院
議
員
が
面
談

に
応
じ
た
。「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」
請

願
署
名
に
つ
い
て
、
井
坂
・
堀
川

・
倉
林
・
福
島
各
議
員
が
紹
介
議

員
を
引
き
受
け
た
。

　

井
坂
議
員
（
立
憲
）
は
「
歯
科

医
療
費
は
長
年
低
く
抑
え
ら
れ
、

歯
科
医
師
と
技
工
士
は
長
く
分
断

さ
れ
て
き
た
。
問
題
解
決
に
取
り

組
み
た
い
」
と
し
、
保
険
証
廃
止

に
つ
い
て
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

だ
国
で
も
ア
ナ
ロ
グ
手
段
は
残
し

て
お
り
、
日
本
の
進
め
方
は
世
界

的
に
見
て
も
お
か
し
い
。
立
憲
民

主
党
は
『
保
険
証
復
活
法
案
』
を

提
出
す
る
な
ど
、
従
来
の
保
険
証

を
希
望
す
る
人
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
訴
え
て
い
く
」
と
し
た
。

　

池
畑
議
員
は
「
企
業
献
金
は
政

策
を
曲
げ
る
も
の
で
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
無
償
化
と

合
わ
せ
、
党
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
く
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

堀
川
議
員
は
「
情
報
漏
え
い
な

ど
の
不
安
が
あ
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
強
制
で
は
な
く
、
従
来
の
保
険

証
も
使
用
で
き
る
よ
う
最
善
を
尽

く
す
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　

倉
林
議
員
は
「
高
額
療
養
費
制

度
の
改
悪
に
は
反
対
。
治
療
を
あ

き
ら
め
ろ
と
い
う
の
か
」「
物
価

高
騰
で
医
院
経
営
も
深
刻
と
聞

く
。
改
善
し
な
け
れ
ば
」
な
ど
と

し
、「
６
年
前
に
協
会
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
、
歯
科
技
工
士
の
不

足
を
国
会
で
指
摘
し
た
。
今
後
も

改
善
を
求
め
る
」
と
強
調
し
た
。

　

福
島
議
員
は
「
が
ん
な
ど
長
期

で
治
療
が
必
要
な
方
々
の
健
康
も

生
活
も
脅
か
す
高
額
療
養
費
制
度

の
上
限
引
き
上
げ
に
反
対
」
な
ど

と
要
請
に
語
っ
た
。

国
会
内
で
集
会

「
保
険
証
は
や
っ
ぱ
り
必
要
‼ 
」

　

保
団
連
は
こ
の
日
、
参
議
院
会

館
内
で
、「
保
険
証
は
や
っ
ぱ
り

必
要
‼ 
」
国
会
内
集
会
を
実
施

し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
も
あ
わ
せ
、

約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。
立
憲

・
共
産
・
れ
い
わ
各
党
か
ら
15
人

の
国
会
議
員
が
出
席
し
た
。

　

埼
玉
協
会
が
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
紹
介
。
昨
年
12
月
２
日
以

降
、「
窓
口
業
務
の
負
担
が
増
え

た
」
と
の
回
答
が
７
割
を
超
え
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
と
回
答
し
た
会
員
の
う
ち

「
保
険
証
は
残
す
べ
き
」「
廃
止

に
賛
成
だ
が
ま
だ
早
い
」
の
合
計

が
85
％
を
超
え
る
と
し
、
医
療
現

場
か
ら
声
を
上
げ
続
け
よ
う
と
呼

び
か
け
た
。

（
次
号
に
小
寺
評
議
員
の
報
告
掲

載
予
定
）

●①

●③

●②

●④
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◇
出
席　

24
人

◇
情
勢　

高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
に
関
し
、
が
ん
患
者
ら
か
ら

不
安
の
声
が
上
が
り
、
立
憲
民
主

党
も
凍
結
を
求
め
て
い
た
。
福
岡

厚
生
労
働
相
は
患
者
団
体
代
表
と

面
会
し
、「
多
数
回
該
当
」
の
仕

組
み
で
予
定
さ
れ
て
い
た
限
度
額

の
引
き
上
げ
を
見
送
る
と
伝
え

た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
物
価
高
騰

対
策
に
つ
い
て
、「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
を
活
用
し
た
医
療
機

関
へ
の
財
政
措
置
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
求
め
る
自
治
体
要
請
を
行
っ

た
こ
と
、
②
ゼ
ロ
の
会
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
６
／
８
、
テ

ー
マ
「
み
ん
な
で
語
ろ
う
窓
口
負

担
ゼ
ロ
―
お
金
の
心
配
な
く
医
療

に
か
か
れ
る
社
会
に
」）
等
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

保
団
連
か
ら

の
「
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
保
団
連
要
求
（
案
）」
の
検

討
依
頼
に
つ
い
て
、
全
会
員
か
ら

意
見
を
募
る
方
針
が
了
承
さ
れ

た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

市
民
公
開
企
画
「
戦
雲
―
い
く

さ
ふ
む
」
上
映
＆
三
上
智
恵
監
督

ト
ー
ク
（
２
／
９
）
に
、
71
人
が

参
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

長
崎
新
聞
社
よ

り
「
長
崎
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
３

／
８
）」
特
集
記
事
へ
の
名
刺
広

告
依
頼
が
あ
り
、
応
じ
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

前
回
理
事
会
で
了
承

さ
れ
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療
に

つ
い
て
の
要
望
」
を
政
府
関
係
機

関
に
送
付
し
た
こ
と
、
３
月
13
日

に
外
務
省
交
渉
を
行
う
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
組
織
部　

会
費
免
除
申
請
１
件

が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
２
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）

感 想 文

良
い
政
治
の
た
め

各
々
が
学
び
続
け
よ
う

保
険
診
療
制
度
の

最
新
動
向
を
深
く
議
論

保
険
診
療
法
制
研
究
会

北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
学
習
会

北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
学
習
会

尼
崎
支
部　

医
院
継
承
セ
ミ
ナ
ー

尼
崎
支
部　

医
院
継
承
セ
ミ
ナ
ー

但
馬
支
部　

第

但
馬
支
部　

第
3838
回
支
部
総
会

回
支
部
総
会

　

北
阪
神
支
部
は
１
月
18
日
に
新

春
政
策
学
習
会
「
平
和
と
く
ら
し

を
守
る
政
治
を
作
る
た
め
に
」
を

宝
塚
市
内
で
開
催
。
神
戸
女
学
院

大
学
名
誉
教
授
の
石
川
康
宏
先
生

が
講
師
を
務
め
、
８
人
が
参
加
し

た
。
上
り
口
晃
成
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

と
１
日
が
過
ぎ
た
１
月
18
日
に
神

戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
石
川

康
宏
先
生
に
よ
る
「
平
和
と
く
ら

し
を
守
る
政
治
を
作
る
た
め
に
」

と
題
す
る
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
多
く
の
ト
ピ
ッ
ク
を
卓
越

し
た
知
見
で
軽
や
か
に
解
説
し
て

　

協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
、
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
開
業

保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療
法

制
研
究
会
。
２
月
６
日
、
第
54
回

保
険
診
療
法
制
研
究
会
を
協
会
会

議
室
で
開
催
し
、
７
人
が
参
加
し

た
。
松
田
昌
明
弁
護
士
の
報
告
を

紹
介
す
る
。

　

25
年
２
月
６
日
（
木
）、
保
険

医
協
会
主
催
の
第
54
回
保
険
診
療

法
制
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
弁
護
士
を
中
心
と
し
た
専
門

家
が
集
ま
り
、
保
険
診
療
制
度
の

最
新
動
向
を
深
く
議
論
す
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
や
保
険
証
廃
止
問
題
を
め

ぐ
る
訴
訟
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、

リ
ス
ク
管
理
や
患
者
の
権
利
保
護

に
関
す
る
具
体
的
な
課
題
が
焦
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
弁
護
士
が
帯
同
し
た

個
別
指
導
の
事
例
が
４
件
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
指
導
内
容

が
紹
介
さ
れ
、
参
加
メ
ン
バ
ー
間

で
共
有
し
ま
し
た
。
弁
護
士
帯
同

に
よ
っ
て
医
師
や
歯
科
医
師
が
安

心
し
て
指
導
を
受
け
ら
れ
る
有
効

性
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
向

け
の
実
践
的
な
法
律
知
識
を
ま
と

め
た
書
籍
『
医
師
・
歯
科
医
師
の

た
め
の
知
っ
て
お
き
た
い
法
律
知

識
』
が
完
成
間
近
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
診
療
現
場

で
日
常
的
に
直
面
す
る
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
、
知
り
た
い
内

容
を
網
羅
し
て
お
り
、
早
期
の

発
行
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
険
診
療
制
度
の

改
善
に
向
け
、
弁
護
士
の
専
門

性
を
活
か
し
た
議
論
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

【
六
甲
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

松
田　

昌
明
】

い
た
だ
き
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

話
は
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
始
ま

り
野
党
が
ま
と
ま
れ
ば
政
治
が
変

わ
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ネ

ッ
ト
を
活
用
で
き
た
政
党
が
伸
び

た
こ
と
に
は
希
望
が
持
て
ま
す
。

　

次
の
選
挙
が
近
づ
き
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
運
動
を
実
際
に
有
効
な

投
票
行
動
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

無
党
派
層
に
訴
求
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
日
常
生
活
上

の
「
共
感
」
を
入
り
口
に
す
る
こ

　

今
回
見
坂
先
生
に
は
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
罹
患
後
の
症
状
）

に
関
し
て
、
疫
学
、
症
状
、
治
療

方
法
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
ご
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
自
身
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
と
い
う
文
言
を
初
め
て
聞
き
ま

し
た
し
、
ま
だ
定
義
も
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
疾
患
概
念
で
す
が
、

実
際
に
は
日
々
の
診
療
に
お
い
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

罹
患
後
か
ら
体
調
を
崩
し
た
」
と

い
う
主
訴
を
経
験
し
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な

患
者
に
対
し
て
原
因
を
調
べ
ま
す

が
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
多

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
罹
患
後
症
状
か
も
し
れ
な
い
と

疑
っ
て
も
、
ど
こ
に
紹
介
す
べ
き

か
悩
む
場
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
に
見
坂
先
生
の
よ
う

な
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
経

験
豊
富
な
専
門
医
が
比
較
的
近
隣

の
医
療
機
関
に
お
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

他
に
も
患
者
が
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
罹
患
し
な
い
よ
う
３
密
を
避

け
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ワ
ク

チ
ン
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
効
果
的

で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
治
療
と
し
て
原
因

に
応
じ
た
薬
物
療
法
だ
け
で

な
く
、
上
咽
頭
擦
過
療
法
や

高
圧
水
素
酸
素
療
法
、
幹
細

胞
培
養
上
清
液
治
療
な
ど
、

様
々
な
治
療
法
も
試
み
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
勉
強
の

場
を
設
け
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

【
豊
岡
市　

鈴
村　

和
大
】

　

昨
今
の
行
政
の
横
暴
は
、
は
な

は
だ
し
く
、
２
０
３
０
年
度
に
は

無
床
診
療
所
に
も
電
子
カ
ル
テ
設

置
を
強
要
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
わ
れ
わ
れ
無
床
診
療
所
の
経

営
者
は
反
対
意
見
を
述
べ
る
も
の

の
、
一
部
？
多
く
？
の
経
営
者
は

２
０
２
９
年
度
を
も
っ
て
の
閉
院

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
私
も
い
つ
の
間
に
か
高
齢
医

師
と
な
り
閉
院
も
考
え
る
時
、
医

業
継
承
っ
て
ど
ん
な
ん
？
と
思
い

参
加
し
た
。

　

第
１
部
で
は
閉
院
か
継
承
か
、

さ
て
ど
っ
ち
？　

そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
内
容
。

い
ざ
継
承
と
な
る
と
そ
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
の
順
序
と
細
か
さ
、
家

族
と
話
し
合
っ
て
自
分
一
人
決
め

は
ダ
メ
！　

信
頼
で
き
る
仲
介
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
、
募
集
条

件
、
情
報
管
理
の
徹
底
、
継
承
医

師
（
買
い
手
）
の
経
歴
・
診
療
方

針
、
売
り
手
と
買
い
手
の
歩
み
寄

り
、
最
終
契
約
後
の
継
承
完
了
、

や
っ
と
私
は
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ

ヤ
？　

す
べ
て
上
手
く
い
く
か
は

?!　

ま
と
ま
り
に
く
い
ケ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
も
多
々
あ
り
、
仲
介
者

な
し
の
継
承
は
そ
れ
こ
そ
ス
ト
レ

ス
い
っ
ぱ
い
と
思
わ
れ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
大
前
先
生
の
経

歴
（
漢
方
薬
に
よ
る
診
療
・
県
立

尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
業

医
と
の
連
携
）
か
ら
医
業
継
承
に

至
る
経
過
な
ど
自
己
の
経
験
を
詳

し
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
１
部
と
大
き
く
違
い
驚
い
た

の
は
、
売
り
手
と
買
い
手
の
間
に

仲
介
業
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
。

売
り
手
の
開
業
医
と
病
院
の
勤
務

医
と
の
病
診
連
携
か
ら
始
ま
っ
た

ケ
ー
ス
は
、
確
か
に
少
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。

　

継
承
す
る
の
は
建
物
物
件
だ
け

で
は
な
く
、
診
療
所
の
職
員
、
外

来
・
訪
問
診
療
患
者
な
ど
も
ろ
も

ろ
。
最
初
か
ら
多
く
の
患
者
を
引

き
継
ぐ
と
経
営
面
で
は
有
り
難
い

が
、
肉
体
労
働
者
と
し
て
は
疲
れ

が
溜
ま
る
。
知
人
の
医
師
の
助
け

を
借
り
つ
つ
多
く
の
患
者
対
応
が

で
き
る
の
は
、
大
前
先
生
の
若
さ

と
勢
い
が
あ
る
か
ら
と
高
齢
医
師

と
し
て
は
、
羨
ま
し
く
思
う
。
診

療
所
の
職
員
対
応
も
前
医
と
同
じ

と
が
大
切
で
あ
り
、
最
初
か
ら
強

い
政
治
的
意
見
を
伝
え
る
こ
と
は

人
を
遠
ざ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

時
代
は
令
和
に
変
わ
り
ま
し

た
。
自
分
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

す
る
努
力
を
怠
ら
ぬ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
伊
丹
市
・
歯
科

 

　

上
り
口
晃
成
】

り
ま
し
た
。
公
職
選
挙
法
の
枠
を

離
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
劇
場
の
選

挙
プ
ラ
ン
に
よ
り
オ
ー
ル
ド
メ
デ

ィ
ア
の
影
響
力
は
削
ら
れ
、
ま
た

立
花
氏
の
２
馬
力
作
戦
な
ら
び
に

群
が
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
た
ち

の
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
と
学
べ

ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
モ
デ
ル
が
選
挙
に
影
響
を
与

え
る
危
険
性
を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
か
は
喫
緊
の
課
題
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

岸
田
政
権
か
ら
石
破
政
権
へ

と
、
安
保
３
文
書
に
よ
る
大
軍
拡

な
ら
び
に
実
践
的
な
戦
争
準
備
態

勢
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
戦
争
に
な
っ
た
際
に
は
全
土

が
標
的
と
な
り
、
日
本
は
耐
え
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
膨
れ
上
が
る
軍
事
費
の
し
わ
よ

せ
の
た
め
、
市
民
の
生
活
に
関
す

る
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
る
現
状

は
大
き
な
問
題
で
す
。

　

一
方
で
、
総
選
挙
の
結
果
に
よ

兵
庫
県
知
事
選
と
総
選
挙
の
結
果
か
ら

良
い
政
治
へ
の
転
換
の
た
め
に
何
が
必

要
か
考
え
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オン資訴訟の現状や個別指導の事例
などが共有された　　　　　　　　

感 想 文感 想 文

医
業
継
承
っ
て
？

心
強
い「
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
」の

豊
富
な
知
見

　

協
会
尼
崎
支
部
で
は
２
月
15
日
、
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

で
、
医
院
継
承
セ
ミ
ナ
ー
（
医
科
）
を
開
催
、
５
人
が
参
加
し
た
。

第
１
部
「
成
功
す
る
！
医
業
継
承
の
進
め
方
・
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー

マ
に
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
・
市
岡
寛
也
氏
、
第
２
部
「
診
療

所
継
承
の
一
事
例
」
を
テ
ー
マ
に
お
お
ま
え
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
大
前
隆
仁
先
生
が
講
演
し
た
。
白
壁
昌
弥
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

但
馬
支
部
は
、
２
月
15
日
に
豊
岡
市
内
で
第
38
回
支
部
総
会
を
開

催
。
総
会
議
事
で
25
年
度
活
動
方
針
を
採
択
し
、
支
部
役
員
を
選
出

し
た
ほ
か
、
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
・
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー

長
の
見
坂
恒
明
先
生
が
「
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
〜
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
罹
患
後
の
症
状
と
定
義
、
患
者
さ
ん
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
記
念
講
演
。
会
員

ら
21
人
（
来
場
５
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
16
人
）
が
参
加
し
た
。
座
長
を
務

め
た
鈴
村
和
大
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

市
岡
氏
か
ら
医
業
継
承
の
手
順
や

注
意
点
、
大
前
先
生
か
ら
自
身
の

経
験
が
紹
介
さ
れ
た　
　
　
　
　

報 告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
罹
患
後

症
状
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
経
験
を

ふ
ま
え
語
る
見
坂
先
生　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
。
当
た
り
前
だ
が
、
職

員
に
と
っ
て
は
今
ま
で
通
り
が
良

い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

継
承
医
師
の
苦
労
が
色
々
伝
わ

っ
て
き
た
講
演
会
で
し
た
。
大
変

勉
強
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

白
壁　

昌
弥
】

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

道
本　

艶
子
先
生

長
田
区　

産
婦
人
科

２
月
22
日　

享
年
99
歳

松
尾　
　

繁
先
生

灘
区　

歯
科

１
月
８
日　

享
年
54
歳



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０９６号

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　

昨
年
５
月
に
京
都
で
大
事
故
を

お
こ
し
た
72
歳
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
事
故
直
後
の
警
察
の

調
べ
で
「
事
故
に
つ
い
て
は
よ
く

覚
え
て
い
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。
し
か
し
、
事
故
車
は
事
故
前

に
２
５
０
ｍ
以
上
に
お
よ
び
逆
走

し
接
触
事
故
を
起
こ
し
て
い
た
こ

と
が
他
の
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

の
デ
ー
タ
か
ら
、
こ
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
何
分
か
の
間
を
意
識
が
な
く

運
転
し
て
お
り
、
原
因
と
し
て
て

ん
か
ん
発
作
が
考
え
ら
れ
る
。

　

タ
ク
シ
ー
で
は
前
方
に
加
え

て
、
運
転
手
と
客
方
向
へ
の
ド
ラ

　

世
界
ト
ッ
プ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
副
指
揮
者

・
沖
澤
の
ど
か
マ
エ
ス
ト
ラ
リ
ン

が
、
京
都
市
交
響
楽
団
の
常
任
指

揮
者
に
就
任
し
て
、
と
て
も
喜
ん

で
い
た
束
の
間
、
先
日
、
突
然
の

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
装
備
さ
れ
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
直
前
の
表
情
や
し
ぐ
さ
を
解

析
で
き
れ
ば
、
よ
り
原
因
に
迫
れ

る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
私
の
患
者

さ
ん
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
と
、
追
突
事
故
の
直
前

に
運
転
席
か
ら
ば
た
ん
と
倒
れ
る

運
転
手
の
姿
が
映
っ
て
い
た
と
い

う
話
も
き
い
た
。
こ
の
状
況
か
ら

は
意
識
障
害
の
原
因
は
不
整
脈
発

作
だ
ろ
う
。

　

昨
年
８
月
、
32
歳
の
主
婦
が
運

転
す
る
軽
自
動
車
が
反
対
車
線
を

走
行
し
、
バ
ス
に
正
面
衝
突
し
子

ど
も
２
人
が
即
死
す
る
事
件
が
あ

辞
任
発
表
が
あ
り
驚
い
た
。
何
か

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
か
と
思
い
き

や
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
第
二

子
妊
娠
と
い
う
お
目
出
度
で
、
夫

の
故
郷
・
リ
ト
ア
ニ
ア
に
帰
国
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

っ
た
。
定
点
カ
メ
ラ
に
写
っ
て
い

る
映
像
か
ら
は
、
何
か
に
気
を
取

ら
れ
て
前
方
を
見
て
い
な
く
て
反

対
車
線
を
走
行
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
そ
れ
は
ス
マ
ホ
を
見
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
し
、
子
ど
も
の

こ
と
で
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
映
像
や
音
声
を
分
析

す
る
と
原
因
が
判
明
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

上
記
の
三
つ
の
事
故
に
関
す
れ

ば
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど

が
な
け
れ
ば
運
転
手
の
状
況
に
つ

い
て
は
判
断
で
き
な
い
し
、
原
因

に
つ
い
て
は
想
像
に
す
ぎ
な
い
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
分
析

は
保
険
会
社
で
は
事
故
処
理
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
加
害
者
と
被
害
者
と
の
過
失

の
負
担
を
判
断
す
る
材
料
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
事
故
原
因
の
究
明

と
し
て
、
事
故
車
等
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
分
析
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
？　

多
数
の
事
故
を
系
統

的
に
分
析
で
き
れ
ば
、
新
し
い
解

決
策
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
音

声
記
録
も
重
要
で
あ
る
。
予
想
外

の
出
来
事
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
間

違
っ
た
こ
と
も
証
明
で
き
る
デ
ー

タ
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

完
全
に
上
意
下
達
の
警
察
組
織

で
は
、
現
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
、
上
層
部
が

そ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
国
の
最
高
決
定
機
関
で
あ

る
国
会
な
ど
か
ら
、
警
察
に
こ
の

ア
イ
デ
ア
を
伝
え
こ
の
精
査
を
実

行
し
て
も
ら
い
交
通
事
故
減
少
に

寄
与
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

だ
。

　

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
と
、
言

葉
で
い
う
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
そ

の
壁
は
男
性
の
想
像
以
上
に
高

い
。
ト
イ
レ
な
ど
施
設
整
備
は
も

と
よ
り
、
銀
行
な
ど
で
明
ら
か
に

な
っ
た
給
与
格
差
、
管
理
職
の
比

率
、
そ
し
て
今
回
の
よ
う
な
妊
娠

に
よ
る
、
順
調
に
進
め
て
き
た
業

績
の
一
時
的
中
断
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
根
本
的
に
制
度
改
変
し
て
支
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
山
積

み
で
あ
る
。

　

女
性
の
政
治
家
の
中
で
も
、
任

意
の
夫
婦
別
姓
に
す
ら
反
対
す
る

方
が
い
る
の
で
、
千
里
の
道
も
一

歩
か
ら
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
生

活
や
仕
事
の
現
場
で
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
後
れ
せ
ず
に

発
言
、
行
動
し
て
修
正
し
て
い
く

姿
勢
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 

（
２
０
２
５
・
２
・
18
）

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る

自
動
車
事
故
の
分
析

マ
エ
ス
ト
ラ
リ
ン
の
辞
任

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

員員

稿稿

会

投

　

２
０
２
５
年
２
月
16
日
、
宇
治

市
で
「
獄
死
80
年
詩
人
尹
東
柱
を

し
の
ぶ
」
集
ま
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

尹
東
柱
は
韓
国
の
国
民
的
詩
人

で
、
私
が
２
０
２
４
年
５
月
に
国

際
学
会
に
参
加
し
た
時
に
訪
れ
た

ソ
ウ
ル
の
「
尹
東
柱
文
学
館
」
に

も
、
中
学
生
や
高
校
生
が
次
々
に

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

尹
東
柱
詩
人
は
１
９
１
７
年
に

生
ま
れ
、
１
９
４
１
年
に
ソ
ウ
ル

の
延
禧
専
門
学
校
（
現
・
延
世
大

学
校
）
文
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

１
９
４
２
年
か
ら
は
、
東
京
の
立

教
大
学
の
ち
に
京
都
の
同
志
社
大

学
で
文
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ハ

ン
グ
ル
で
詩
を
書
き
ま
し
た
。
１

９
４
３
年
７
月
、
朝
鮮
独
立
運
動

を
理
由
に
治
安
維
持
法
違
反
で
逮

捕
さ
れ
、
懲
役
２
年
の
判
決
を
受

け
、
福
岡
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
１
９
４
５
年
２
月

16
日
、
半
年
後
の
朝
鮮
独
立
を
迎

え
る
こ
と
な
く
、
27
歳
の
若
さ
で

獄
死
し
ま
し
た
。

　

逮
捕
さ
れ
る
直
前
に
同
志
社
大

学
の
友
人
た
ち
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を

し
た
宇
治
川
の
今
は
天
ヶ
瀬
ダ
ム

の
あ
る
場
所
の
近
く
に
、
２
０
１

７
年
、「
詩
人
尹
東
柱　

記
憶
と

和
解
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
集
ま
り
も
碑
を
囲
ん

で
行
わ
れ
、
全
員
で
、
尹
東
柱
詩

人
の
「
序
詩
」「
自
画
像
」「
春
」

「
新
し
い
道
」
を
ハ
ン
グ
ル
と
日

本
語
で
朗
読
し
ま
し
た
。

序
詩
（
小
倉
紀
蔵　

訳
）

死
ぬ
る
日
ま
で
天
を
あ
ふ
ぎ

一
点
の
は
ず
か
し
さ
も
な
き
こ
と

を
、

木
の
葉
に
起
こ
る
風
に
も

ぼ
く
は
こ
こ
ろ
わ
づ
ら
っ
た

星
を
う
た
ふ
こ
こ
ろ
で

な
べ
て
死
に
ゆ
く
も
の
を
愛
さ
な

く
て
は
。

そ
し
て
ぼ
く
に
与
え
ら
れ
た
道
を

あ
ゆ
ま
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

こ
よ
ひ
も
星
が
風
に
か
す
め
吹
か

れ
る

獄死80年
詩人尹

ユン

東
ドン

柱
ジュ

をしのぶ
東灘区　　水間　美宏

詩
人
尹
東
柱
、
記
憶
と
和
解
の
碑

（
筆
者
撮
影
）　
　
　
　
　
　
　

35
年
目
の　

ラ
ブ
レ
タ
ー

白岩一心

194

に
生
ま
れ
、
学
校
に
通
え
な
い
ま

ま
大
人
に
な
っ
た
保
は
、
生
き
づ

ら
い
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
や
が
て
宿
命
的
な
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
皎
子
と
結
婚
。
そ
の

日
々
の
幸
福
を
手
放
し
た
く
な
い

気
持
ち
が
強
く
、
読
み
書
き
で
き

な
い
こ
と
を
妻
に
打
ち
明
け
ら
れ

ず
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

半
年
後
、
つ
い
に
事
実
が
発
覚
し

別
れ
を
覚
悟
す
る
保
で
し
た
が
、

皎
子
は
彼
に
「
今
日
か
ら
私
が
あ

な
た
の
手
に
な
る
」
と
告
げ
ま

す
。
ど
ん
な
過
酷
な
時
で
も
、
必

ず
寄
り
添
い
支
え
て
く

れ
た
皎
子
に
「
感
謝
の

手
紙
」
を
書
き
た
い
と

思
っ
た
保
は
、
定
年
退

職
を
契
機
に
夜
間
中
学

に
通
い
始
め
ま
す
。

　

主
人
公
夫
妻
役
を
笑

　

最
愛
の
妻
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書

く
た
め
文
字
の
勉
強
に
奮
闘
す
る

夫
と
、
彼
を
長
年
支
え
続
け
た
妻

の
人
生
を
綴
っ
た
人
間
ド
ラ
マ

「
35
年
目
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
を
紹

介
し
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
朝
日

新
聞
で
紹
介
、
創
作
落
語
に
も
採

用
さ
れ
る
な
ど
話
題
を
集
め
た
実

話
を
も
と
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
時
中
に
生
ま
れ
十
分
な
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
文
字

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
65
歳
の

西
畑
保
と
、
常
に
彼
の
そ
ば
に
い

る
最
愛
の
妻
・
皎

き
ょ
う

子こ

。
貧
困
家
庭

ん
と
上
白
石
萌
音
さ
ん
が
、
若
き

日
の
保
と
皎
子
を
演
じ
ま
す
。
映

画
「
今
日
も
嫌
が
ら
せ
弁
当
」
で

母
と
娘
の
や
り
取
り
を
巧
み
に
描

き
、
一
躍
人
気
を
博
し
た
、
塚
本

連
平
氏
が
監
督
・
脚
本
を
担
当

し
、
微
妙
な
夫
婦
愛
を
美
し
く
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

一
か
ら
文
字
を
習
い
、
妻
へ
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
く
た
め
に
奮
闘

す
る
夫
と
長
年
支
え
続
け
た
妻
の

心
温
ま
る
感
動
の
作
品
で
す
。
戦

争
が
も
た
ら
す
不
幸
な
中
で
も
、

唯
一
の
光
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
映
画

館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

戦

後
80
年
の
２
０
２
５
年
の
今
年
。

戦
時
下
の
教
育
格
差
や
経
済
格
差

は
政
府
の
大
き
な
責
任
で
す
。
二

度
と
繰
り
返
さ
せ
な
い
よ
う
平
和

憲
法
を
生
か
す
政
策
を
、
現
政
権

に
強
く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
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】

Ⓒ2025「35年目のラブ
レター」製作委員会　

福
亭
鶴
瓶
さ
ん
、
原
田
知
世

さ
ん
が
熱
演
。
重
岡
大
毅
さ

お問い合わせ・来場申し込みは、☎078－393－1807まで

日　時　３月30日（日）14時～16時
会　場　協会５階会議室＋Zoom
講　師　京都大学名誉教授　環境衛生学分野　小泉　昭夫先生
参加費　無料

環境・公害対策部　学習会

Zoom視聴はhttps://x.gd/oWHwyもしくは右の二次元コードからご登録お願いします。

PFAS（有機フッ素化合物）とはなにか？どう立ち向かうか？

　

協
会
は
２
月
８
日
、
第
１
２
０

３
回
理
事
会
に
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

環
境
基
準
見
送
り
に
抗
議
す
る
内

閣
総
理
大
臣
、
環
境
大
臣
宛
て
の

声
明
を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
送

付
し
た
。
要
旨
を
紹
介
す
る
。

　

全
国
で
水
や
土
地
の
汚
染
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
）
の
う
ち
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
水
道
水
お
よ

び
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
公
共
用
水

域
・
地
下
水
に
関
す
る
規
制
基
準

に
つ
い
て
、
環
境
省
は
昨
年
12
月

に
新
た
な
方
針
を
示
し
、
２
月
６

日
に
は
そ
の
方
針
が
中
央
環
境
審

議
会
で
了
承
さ
れ
た
。

　

水
道
水
の
規
制
に
つ
い
て
は

「
暫
定
目
標
値
」
か
ら
水
道
法
上

の
「
水
質
基
準
」
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
決
定
し
た
が
、
公
共
用
水

域
や
地
下
水
の
水
環
境
の
規
制
に

つ
い
て
は
、「
暫
定
指
針
値
」
か

ら
「
暫
定
」
を
と
っ
て
「
指
針

値
」
と
す
る
こ
と
を
決
め
、「
環

境
基
準
」
へ
の
引
き
上
げ
は
見
送

り
、
引
き
続
き
検
討
す
る
と
し

た
。
兵
庫
県
内
で
は
、
明
石
川
流

域
で
、「
暫
定
指
針
値
」
の
６
６

０
倍
と
い
う
値
が
検
出
さ
れ
て
い

る
が
、
排
出
が
疑
わ
れ
る
事
業
者

に
対
し
、
自
治
体
が
調
査
に
入
っ

た
り
、
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
水
道
水
の
「
水
質
基

準
」
お
よ
び
水
環
境
の
「
指
針

値
」
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
合
計
で
50
ng
／
Ｌ
と
い
う
値
は

非
常
に
甘
く
、
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

　

政
府
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
「
ま
だ
不
明
で
あ

り
調
査
中
」
と
し
水
質
に
限
ら
ず

食
品
安
全
評
価
で
も
規
制
・
対
策

に
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
曝
露
と
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
、
腎
臓
が
ん
、
精
巣
が
ん
、

甲
状
腺
疾
患
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
及

び
妊
娠
高
血
圧
症
等
様
々
な
疾
患

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
命
と
健
康
を
守
る

医
療
者
の
立
場
か
ら
、
こ
の
環
境

基
準
引
き
上
げ
見
送
り
、
甘
い
基

準
値
の
設
定
に
強
く
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
政
府
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
水
質
基
準
値
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
「
環
境
指

針
値
」
を
「
環
境
基
準
」
へ
と
昇

格
さ
せ
、
規
制
強
化
す
る
よ
う
求

め
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
環
境
基
準
見
送
り
に

強
く
抗
議
す
る

抗
議
声
明

環
境
・
公
害
対
策
部
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協
会
が
昨
年
11
月
23
日
、
兵

庫
県
弁
護
士
会
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
（
日
弁
連
）
と
と
も
に

共
催
し
て
実
施
し
た
市
民
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
使
わ
な
く
て
い

い
？
『
マ
イ
ナ
保
険
証
』
〜
ど

う
し
て
、
私
の
受
診
歴
が
い
ろ

ん
な
人
に
見
ら
れ
る
の

…
？
」。
基
調
講
演
、
報
告
の

講
演
録
を
掲
載
す
る
（
文
責
・

兵
庫
県
保
険
医
協
会
編
集
部
）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

概
要
を
説
明
す
る
。
こ
の
制
度
は

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

住
民
票
を
持
つ
全
員
に
一
意
の
番

号
を
付
与
し
、
役
所
が
持
つ
個
人

情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。
こ
の
番
号
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
情
報
の
一
元
化
が
進

み
、
行
政
手
続
き
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
番
号
が
本
人
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

導
入
か
ら
３
年
し
て
も

普
及
し
な
い
現
状

　

現
在
（
昨
年
11
月
）、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
普
及
率
が
低
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
率
は
75
％
で

あ
る
が
、
健
康
保
険
証
と
し
て
登

録
し
て
い
る
人
は
61
％
、
さ
ら
に

実
際
に
持
ち
歩
い
て
い
る
人
は
約

50
％
に
と
ど
ま
る
。
保
険
証
と
し

て
利
用
し
て
い
る
人
の
割
合
は
15

％
程
度
で
あ
り
、
１
億
人
以
上
が

未
利
用
の
状
況
で
あ
る
。
制
度
導

入
か
ら
３
年
経
過
し
て
も
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
は
、
深

刻
な
問
題
で
あ
る
。

　

実
際
、
従
来
の
保
険
証
を
利
用

し
て
い
る
国
民
が
圧
倒
的
に
多

く
、
24
年
９
月
時
点
で
は
86
％
が

従
来
型
保
険
証
を
使
用
し
て
い

る
。
一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

利
用
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
13
・

９
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
状
況
は

国
家
公
務
員
の
間
で
も
同
様
で
あ

り
、
彼
ら
は
職
務
上
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
も
の

の
、
保
険
証
と
し
て
利
用
し
て
い

る
割
合
は
13
・
９
％
と
低
い
。
こ

の
手
段
と
し
て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
が
あ
る
。
こ
の
カ
ー
ド

に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
埋
め
込
ま
れ

て
お
り
、
写
真
や
個
人
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　

法
律
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
便
利
な
本
人
確
認
手
段
と
さ

れ
て
い
る
が
、
取
得
は
義
務
で
は

な
く
任
意
で
あ
る
。
運
転
免
許
証

や
住
民
票
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と

で
本
人
確
認
が
可
能
で
あ
る
か
ら

だ
。

　

し
か
し
、
政
府
は
カ
ー
ド
の
普

及
に
力
を
入
れ
、
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
や
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

導
入
な
ど
で
取
得
を
促
し
て
い

る
。
こ
の
動
き
に
対
し
て
は
、

「
任
意
で
あ
る
べ
き
も
の
が
事
実

上
の
強
制
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
批
判
も
根
強

い
。マ

イ
ナ
保
険
証

シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
等
に
懸
念

　

次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。
通
常

の
健
康
保
険
証
に
は
、
保
険
者
名

称
や
被
保
険
者
番
号
な
ど
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
そ
の
よ
う
な
情
報
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ

り
に
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
に
記
録
さ

れ
た
電
子
証
明
書
を
使
用
す
る
。

医
療
機
関
で
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

で
こ
の
電
子
証
明
書
を
読
み
取

れ
は
、
利
用
が
進
ま
な
い
原
因
が

個
人
の
思
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で

は
な
く
、
制
度
そ
の
も
の
に
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

８
割
の
国
民
が

一
本
化
に
反
対

　

全
国
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
81
％
の
国
民
が
マ
イ
ナ
保
険

証
一
本
化
に
反
対
し
て
い
る
。
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
従

来
の
保
険
証
の
方
が
使
い
や
す
い

こ
と
、
情
報
漏
え
い
へ
の
不
安
、

カ
ー
ド
を
持
ち
歩
き
た
く
な
い
こ

と
、
そ
し
て
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ

う
し
た
国
民
の
不
安
や
不
満
が
解

消
さ
れ
な
い
限
り
、
保
険
証
廃
止

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

現
場
無
視
の

無
理
な
推
進
が
原
因

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
関
連
す
る
ト
ラ
ブ

ル
も
多
発
し
て
い
る
。
他
人
の
情

報
が
登
録
さ
れ
る
、
窓
口
負
担
割

合
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
る
、
他
人

の
住
民
票
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
単
な
る
入
力
ミ
ス
で
は
な

く
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
事
件
で

あ
り
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か

ら
デ
ジ
タ
ル
庁
に
行
政
指
導
が
行

わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、

医
療
機
関
で
も
混
乱
が
生
じ
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
保

険
資
格
情
報
を
確
認
す
る
。
こ
の

仕
組
み
に
よ
り
、
カ
ー
ド
が
健
康

保
険
証
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
仕
組
み
に
は
重

大
な
問
題
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
保

険
資
格
情
報
の
更
新
に
タ
イ
ム
ラ

グ
が
生
じ
る
こ
と
や
、
シ
ス
テ
ム

エ
ラ
ー
、
手
入
力
ミ
ス
が
発
生
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
例
え
ば
、
会

社
を
退
職
し
た
場
合
、
そ
の
情
報

が
正
確
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
医
療
機
関
で
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
場
合
、
患
者
は

一
時
的
に
医
療
費
を
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
不
具
合
は
、
利

用
者
の
利
便
性
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
医
療
現
場
で
混
乱
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。

個
人
の
医
療
デ
ー
タ
使
用
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
恐
れ

　

さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
る
。
電

子
証
明
書
が
も
た
ら
す
利
便
性
は

評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
情
報
が
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
規
制
が
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
命
保

険
会
社
が
医
療
デ
ー
タ
を
利
用

し
、
病
気
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
高

額
な
保
険
料
を
課
す
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ

が
他
の
情
報
と
結
び
つ
く
こ
と

で
、
個
人
の
行
動
や
状
態
が
予
測

さ
れ
、
不
利
益
を
受
け
る
リ
ス
ク

も
あ
る
。

　

こ
の
点
で
参
考
に
な
る
の
が
、

ア
メ
リ
カ
で
の
デ
ー
タ
利
用
の
例

で
あ
る
。
20
年
ほ
ど
前
、
ア
メ
リ

カ
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
顧
客
の
買
い
物
履
歴
を
分
析

し
、
妊
娠
中
の
女
性
を
特
定
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
。
買
い

り
、
72
・
８
％
の
施
設
が
何
ら
か

の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
て
い
る
。

最
も
多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
「
資
格
確

認
が
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
業
務
効
率
化
ど
こ
ろ
か
現

場
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
背
景
に

は
、
シ
ス
テ
ム
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や

不
具
合
が
あ
る
。
年
間
５
０
０
万

人
が
結
婚
、
離
婚
、
出
産
、
転
居

に
伴
い
被
保
険
者
情
報
を
変
更
す

る
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
す

る
こ
と
は
技
術
的
に
難
し
い
。
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら
れ
た
こ
の

事
業
の
現
状
は
、
Ｉ
Ｔ
知
識
の
乏

し
い
責
任
者
に
よ
る
無
理
な
推
進

が
原
因
で
あ
り
、
現
場
の
実
態
が

無
視
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
介
護
現
場
で
は
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
が
特
に
困
難
で
あ

る
。
認
知
症
患
者
や
寝
た
き
り
の

高
齢
者
が
カ
ー
ド
を
管
理
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
暗
証
番

号
や
顔
認
証
も
利
用
が
難
し
い
。

介
護
施
設
で
は
、
保
険
証
廃
止
に

反
対
す
る
意
見
が
９
割
以
上
を
占

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
場
の
声

を
無
視
し
て
制
度
を
進
め
る
こ
と

は
、
混
乱
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る

だ
け
で
あ
る
。

情
報
利
用
同
意
の
仕
組
み

管
理
体
制
に
問
題

　

さ
ら
に
問
題
視
さ
れ
る
の
が
、

物
の
傾
向
か
ら
妊
娠
の
可
能
性
を

察
知
し
、
本
人
や
そ
の
家
族
が
気

づ
く
前
に
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
す
る

と
い
っ
た
手
法
で
あ
る
。
こ
の
事

例
は
、
デ
ー
タ
分
析
が
商
業
的
に

は
有
効
で
あ
る
一
方
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
の
リ
ス
ク
を
は
ら
む

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
妊
娠
と
い

う
極
め
て
個
人
的
な
情
報
が
、
本

人
の
許
可
な
く
利
用
さ
れ
た
こ
と

は
、
デ
ー
タ
利
用
の
危
険
性
を
象

徴
し
て
い
る
。

　

日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
お
い
て
も
、
医
療
デ
ー
タ
や
そ

の
他
の
個
人
情
報
が
民
間
企
業
に

利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
デ
ー
タ
が
商
業
的
な
目
的
で
使

わ
れ
る
こ
と
で
、
国
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
格
差
の
拡
大
や

不
当
な
差
別
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
用
が
進

む
と
情
報
管
理
の
主
導
権
を
国
や

企
業
に
握
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
自
由
や
権
利

が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
医
療
デ
ー
タ
の
共

有
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
薬
開
発

や
診
療
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い

る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
「
便
利
さ
」
の
裏
に

は
、
情
報
が
悪
用
さ
れ
る
可
能
性

や
、
個
人
が
そ
の
利
用
状
況
を
把

握
し
き
れ
な
い
リ
ス
ク
が
存
在
す

る
。
制
度
を
推
進
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ー
タ
の
利
用
範
囲
を
明
確

に
し
、
厳
格
な
規
制
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
利
便
性
と
同
時
に
多

く
の
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。

特
に
、
情
報
の
過
剰
な
集
約
や
商

業
利
用
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日

は
、
こ
う
し
た
観
点
を
含
め
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
問

題
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

同
意
の
仕
組
み
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
で
あ
る
。
診
察
情
報
や
薬

剤
情
報
な
ど
が
一
括
で
開
示
さ
れ

る
仕
組
み
は
、
患
者
の
意
思
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
軽
視
し
て
い
る
。

特
に
、
が
ん
や
精
神
疾
患
、
感
染

症
、
遺
伝
性
疾
患
な
ど
の
情
報
が

広
く
共
有
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
や
管
理

体
制
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
大
ま

か
な
収
入
が
共
有
さ
れ
る
同
意
項

目
も
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
を
助
長
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

世
論
調
査
や
現
場
の
意
見
を
見

て
も
、
保
険
証
廃
止
へ
の
反
対
は

圧
倒
的
で
あ
る
。
国
民
の
８
割
以

上
が
保
険
証
を
残
す
べ
き
と
回
答

し
て
お
り
、
医
療
機
関
や
介
護
施

設
で
も
同
様
の
意
見
が
多
数
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

政
策
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
民
主

主
義
の
原
則
を
無
視
す
る
も
の
で

あ
り
、
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。

　

現
行
の
保
険
証
を
残
す
こ
と

で
、
誰
も
が
公
平
に
医
療
を
受
け

ら
れ
る
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の
自
由
で

あ
り
、
そ
の
選
択
権
を
尊
重
す
べ

き
で
あ
る
。

報
告
①

報
告
②

利便性の裏に　　　　　利便性の裏に　　　　　
　　　　　多くのリスク　　　　　多くのリスク

マイナ保険証推進で大丈夫？マイナ保険証推進で大丈夫？

国民と医療・介護現場からの国民と医療・介護現場からの
声を尊重すべき 　　　　　声を尊重すべき 　　　　　

「マイナ保険証に関する法律問題」

県弁護士会共催　市民シンポジウム　講演録

元日弁連情報問題対策委員会委員長

大阪弁護士会 坂本 団弁護士

兵庫県保険医協会理事長

西山 裕康氏

大
好
評
！
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「マイナ保険証 つくらないとダメ？」
マイナ保険証作成は任意で登
録解除もできることや、今の
保険証がいつまで使えるかな
どを分かりやすく示したリー
フレットです。
ご注文は、☎078－393－1807
まで
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漏
え
い
へ
の
対
策
・

救
済
措
置
示
さ
れ
ず

　

本
日
新
幹
線
が
遅
延
し
、
会
場

到
着
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

新
幹
線
の
中
で
考
え
た
の
だ
が
、

新
幹
線
の
運
行
が
停
止
し
た
ら
在

来
線
を
使
っ
て
目
的
地
に
向
か
う

と
い
う
代
替
手
段
が
取
れ
る
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
置
き
換
わ
る
制

度
で
は
、
紙
の
保
険
証
と
い
う
代

替
手
段
が
失
わ
れ
る
。
資
格
確
認

が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
現
在

は
紙
の
保
険
証
で
対
応
で
き
る

が
、
そ
れ
も
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
患

者
は
受
診
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
し
、

政
府
は
一
貫
し
て
「
問
題
な
い
」

と
い
う
立
場
を
崩
さ
な
い
が
、
そ

の
主
張
は
現
実
と
か
け
離
れ
て
い

る
。
当
初
、
漏
え
い
や
悪
用
の
懸

念
に
対
し
て
、
政
府
は
「
厳
罰
が

あ
る
の
で
漏
え
い
は
あ
り
え
な

い
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
情
報

漏
え
い
事
件
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と

な
く
発
生
し
て
い
る
。
特
に
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
や
多
く
の
企
業
と
取
引

を
行
う
個
人
は
、
自
ら
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
多
数
の
相
手
に
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
、
ど
こ
か
か
ら
漏

洩
す
る
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
万
一
の
漏
え
い
に

対
す
る
救
済
措
置
や
具
体
的
な
対

応
策
は
示
さ
れ
ず
、
結
局
は
自
己

責
任
を
押
し
付
け
ら
れ
る
構
造
が

残
っ
て
い
る
。

制
度
の
背
景
に
あ
る

監
視
社
会
の
思
想

　

こ
の
よ
う
な
問
題
が
放
置
さ
れ

て
い
る
背
景
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
に
内
在
す
る
監
視
社
会
の

思
想
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
制

度
は
、
政
府
が
国
民
一
人
ひ
と
り

に
番
号
を
付
け
て
管
理
す
る
と
い

う
発
想
の
も
と
進
め
ら
れ
て
お

り
、
歴
史
的
に
見
る
と
植
民
地
支

配
や
差
別
政
策
と
共
通
す
る
部
分

環
と
し
た
。
ま
た
、
戦
前
の
日
本

も
朝
鮮
半
島
や
満
州
で
住
民
を
番

号
で
管
理
し
、
カ
ー
ド
に
指
紋
を

押
さ
せ
る
こ
と
で
統
治
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
支
配
の
た
め
の
仕

組
み
が
、
日
本
国
内
に
復
活
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
に
よ
っ

て
、
生
命
や
健
康
に
関
わ
る
情
報

が
管
理
対
象
と
な
り
、
情
報
漏
え

い
の
リ
ス
ク
が
さ
ら
に
高
ま
る
。

過
去
に
は
備
前
市
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
所
持
者
の
み
に
給
食
費

無
償
化
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
な

ど
、
カ
ー
ド
の
有
無
に
よ
っ
て
差

別
的
な
扱
い
が
生
ま
れ
た
事
例
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
カ

ー
ド
所
持
を
事
実
上
の
「
踏
み

絵
」
と
す
る
政
府
の
考
え
方
を
如

実
に
示
し
て
い
る
。
保
険
証
の
一

本
化
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
中
心

と
し
た
監
視
社
会
構
築
の
重
要
な

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

さ
ら
に
、
顔
認
証
や
指
紋
認
証

の
情
報
が
活
用
さ
れ
、
個
別
の
行

動
履
歴
や
嗜
好
に
基
づ
く
広
告
配

信
が
可
能
に
な
る
。
一
方
で
、
政

府
が
こ
れ
ら
の
技
術
を
通
じ
て
国

民
の
行
動
を
監
視
す
る
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

新
た
な
差
別
を
生
む
可
能
性

　

現
代
で
は
、
こ
う
し
た
監
視
社

会
へ
の
懸
念
が
徐
々
に
薄
れ
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
は
、
利
便
性
を
優
先

す
る
風
潮
の
中
で
、
監
視
に
対
す

る
警
戒
心
が
鈍
化
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
政
府
関
係
者
の
中
に
は

「
国
民
は
奴
隷
に
な
り
た
が
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
た
者
も
お
り
、

こ
の
よ
う
な
発
言
は
市
民
社
会
の

反
応
の
鈍
さ
を
反
映
し
て
い
る
。

過
去
に
は
国
民
総
背
番
号
制
に
対

す
る
反
対
運
動
が
大
き
な
力
を
持

ち
、
導
入
を
阻
止
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な

運
動
の
勢
い
は
見
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
に
は
、
社

会
全
体
に
及
ぼ
す
重
大
な
問
題
が

内
包
さ
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
が

一
元
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
家

や
企
業
に
よ
る
監
視
や
管
理
が
容

易
に
な
る
と
同
時
に
、
不
公
平
や

差
別
が
助
長
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
就
職
活
動

で
履
歴
書
に
記
載
さ
れ
た
本
籍
や

親
の
職
業
が
、
差
別
や
採
用
の
拒

否
に
つ
な
が
っ
た
例
が
あ
る
よ
う

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た

情
報
管
理
が
新
た
な
差
別
を
生
む

可
能
性
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証

資
格
確
認
書
も
期
限
あ
り

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運

用
に
は
多
く
の
実
務
的
な
課
題
が

残
る
。
医
療
現
場
で
は
、
窓
口
で

の
資
格
確
認
が
う
ま
く
い
か
な
い

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
シ
ス
テ
ム

の
不
具
合
や
タ
イ
ム
ラ
グ
に
よ
る

混
乱
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
の
が

難
し
い
層
へ
の
対
応
が
十
分
で
は

な
い
。
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ

る
と
し
て
も
、
そ
の
運
用
期
間
が

限
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
医
療
情
報
や
健
康
情
報

が
企
業
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の

懸
念
も
強
い
。
新
薬
開
発
な
ど
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
の
活
用
は

一
定
の
意
義
が
あ
る
が
、
個
人
の

嗜
好
や
病
歴
に
基
づ
く
タ
ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ
広
告
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題

が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

人
間
を
番
号
で
管
理
す
る

是
非
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て

い
る
今
こ
そ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
と
そ
れ
に
関
連
す
る
マ
イ
ナ
保

険
証
の
導
入
に
つ
い
て
、
哲
学
的

な
視
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
で
あ

る
。
人
間
を
単
な
る
番
号
で
管
理

す
る
こ
と
の
是
非
や
、
利
便
性
と

人
間
の
尊
厳
の
ど
ち
ら
を
優
先
す

べ
き
か
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
る

べ
き
時
が
来
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
は
、
監

視
社
会
へ
の
道
を
開
く
重
要
な
契

機
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

を
放
置
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
い
つ

の
間
に
か
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面

を
管
理
さ
れ
る
社
会
に
生
き
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
こ

そ
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問

題
に
向
き
合
い
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

な
ど
の
生
体
認
証

技
術
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
技
術
は

本
人
確
認
を
便
利

に
す
る
一
方
で
、

個
人
の
生
体
情
報

が
管
理
・
記
録
さ

れ
る
リ
ス
ク
を
伴

う
。
企
業
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ら

基調講演

ジャーナリスト

県
弁
護
士
会
共
催　

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
弁
護
士
会
共
催　

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
使
わ
な
く
て
い
い
？
『
マ
イ
ナ
保
険
証
』」

「
使
わ
な
く
て
い
い
？
『
マ
イ
ナ
保
険
証
』」

監
視
社
会
へ
の

監
視
社
会
へ
の

道
を
開
く
マ
イ
ナ
保
険
証

道
を
開
く
マ
イ
ナ
保
険
証斎藤 貴男氏

「医療DX推進体制整備加算」「在宅医療DX情報活用加算」
４月以降の算定にあたり、
届出直しが必要な場合があります
　４月から「医療DX推進体制整備加算」（以下、DX加算）及び「在宅医療DX
情報活用加算」（以下、在宅DX加算）の施設基準、算定要件等が見直されま
す。見直しに伴い、電子処方箋の発行体制がない医療機関でも算定の継続およ
び新規の届出が可能となりました。ただし、この見直しに伴いすでに届出を行
っている医療機関でも、再届出が必要な場合があるため、注意が必要です。

電子処方箋の発行体制がある場合は再届出が必要
　電子処方箋の発行体制を整備し加算１～３を算定する場合には、新たな届出
様式により、４月１日付で受理されるよう近畿厚生局に届出を行うことが必要
となります。電子処方箋の発行体制がない医療機関では、再届出は必要なく、
引き続きマイナ保険証の利用率に応じてDX加算４～６を算定できます。な
お、在宅DX加算についても同様の対応となります（右表）。

改定は十分な期間をとって周知すべき
　当該取り扱いは２月28日付の厚労省事務連絡で示されました。４月１日から
の算定に係る届出の取り扱いを、経過措置もなく１カ月前に示す厚労省の対応
は、現場に不要な混乱をもたらすものと言わざるを得ません。
　協会は、医療機関がスムーズに改定に対応できるよう、実施までの十分な期
間と丁寧な周知を厚労省に求めていきます。

医科・歯科保険請求

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

〈医療DX推進体制整備加算〉　　（　）内はマイナ保険証利用率

電子処方箋 有
DX加算１（45％以上）医科12点・歯科11点

➡届出直し
　　　必要DX加算２（30％以上）医科11点・歯科10点

DX加算３（15％以上※）医科10点・歯科８点

電子処方箋 無
DX加算４（45％以上）医科10点・歯科９点

➡届出直し
　　　不要DX加算５（30％以上）医科９点・歯科８点

DX加算６（15％以上※）医科８点・歯科６点

※ 小児科外来診療料を算定する医療機関については、４月以降にマイナ保険証
利用率「12％以上」でDX加算３またはDX加算６を算定できる取り扱いとな
っています。この場合においては、電子処方箋の対応状況に関わらず、新た
な様式による再届出が必要となります。

〈在宅医療DX情報活用加算〉
電子処方箋 有 在宅DX加算１（医科11点・歯科９点） ➡届出直し 必要
電子処方箋 無 在宅DX加算２（医科９点・歯科８点） ➡届出直し 不要

届出は新たな様式（下記二次元コードより）で行うことが必要です

〈DX加算〉

　https://x.gd/E4kvo

〈在宅DX加算〉

　https://x.gd/V7Ako

が
多
い
。

　

例
え
ば
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

で
は
、
黒
人
を

番
号
で
管
理

し
、
支
配
の
一



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第２０９６号 （６）２０２５年(令和７年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－772－

原因微生物を考慮した
抗菌薬選択
①迅速診断法の活用
　肺炎診療ガイドラインでは、薬剤
耐性対策の観点から病原微生物を特
定し、狭域抗菌薬の選択を推奨して
いる１）。中でも尿中抗原検査や鼻咽
腔抗原検査、グラム染色などの迅速
診断法は、感度は劣るものの抗菌薬
の選択に寄与することから有用であ
る。ただし、原因微生物の検査を行
っても、原因菌判明率は低い。した
がって薬剤耐性対策の観点から以下
の②～④の手法を用いて原因菌を推
定して抗菌薬を選択することが望ま
しい。

②マイコプラズマ肺炎の推定
　非定型肺炎の呼称の由来は、典型
的細菌性肺炎（肺炎球菌性肺炎）に
有効なペニシリン系抗菌薬が無効な
肺炎の一群として認識されている。
　マイコプラズマは細菌と比較して
感染様式や炎症の本体の違いに加
え、気道上皮細胞への親和性が異な
り、このことが臨床像の違いとして
現れる。例えば感染感受性は若年者
層に偏っており、若年者の多くは基
礎疾患を保有していない。マイコプ
ラズマの感染の主座は、病初期は気
管支～細気管支領域であるため、聴
診では副雑音を聴取しにくい。また
免疫反応が主体であるため、細菌性
肺炎とは異なり白血球数が上昇する
症例が少ない。これらのマイコプラ
ズマ肺炎の特徴を勘案して、市中肺
炎ガイドラインは臨床像からマイコ
プラズマ肺炎を抽出する項目を作成
し、 その有用性が確認されてい
る１）。

③レジオネラ肺炎の推定
　市中肺炎におけるレジオネラの頻
度は高くないものの２）、呼吸器病原
体の中では重症化率が高く、不適切
治療によって急速進行し死に至る症
例がある。このため、尿中抗原検査
が汎用されているが、感度は高くな
い。このため、欧米では臨床的診断
が試みられている。しかし、多変量
解析の結果、日本のレジオネラ肺炎

は欧米のレジオネラ肺炎と異なる点
があり、欧米の臨床的鑑別法は応用
困難である。このため、診断予測ス
コア・モデルを用いてレジオネラ肺
炎を拾い上げ、治療方針を決定する
ことを推奨している３）。なお、レジ
オネラを鑑別診断する因子として低
リン値など、有用な所見はいくつか
存在したが、実地医家で汎用する項
目に留めた。

④補助診断の活用
　胸部CTを撮影可能な施設では画
像でマイコプラズマを疑うことが可
能である４）、5）。マイコプラズマ肺
炎の炎症の主体は免疫反応による間
接的な細胞障害である。細胞性免疫
の過剰反応は気管支血管周囲間質へ
の炎症細胞浸潤を増強し、細気管支
壁での炎症が強くなり、内腔狭窄を
きたし閉塞性気管支炎を生じる。マ
イコプラズマ肺炎と肺炎球菌性肺炎
のCT比較検討で有意差を認める所
見は、１）気管支血管周囲間質肥
厚、２）小葉中心性あるいは細葉中
心性粒状影、３）すりガラス影の三
つで、いずれも軽症から中等症のマ
イコプラズマ肺炎で高頻度である。

⑤多項目遺伝子検査
　新型コロナウイルスの出現により
遺伝子検査が普及した。加えて多く
の施設で多項目遺伝子検査が導入さ
れ、ウイルス検出に効果を発揮し
た。ただし、全ての市中肺炎症例に
多項目遺伝子検査を使用することは
なく、今後は重症肺炎など、推奨さ
れるべき症例の検討が必要となる。

抗菌薬選択に際して
考慮すべきこと
①原因微生物の頻度と好発年齢
　市中肺炎においては、宿主免疫機
能の高度低下あるいは特殊な曝露背
景などを有する例外的な症例を除け
ば、原因微生物の範囲はある程度ま
で限定して考えることが可能であ
る。市中肺炎の治療に際して重要な
原因菌は、頻度が高く重症化しやす
い肺炎球菌、次いでインフルエンザ
菌である。若年者の場合は肺炎マイ
コプラズマの頻度が比較的高く軽症

関西医科大学　内科学第一講座　　
呼吸器感染症・アレルギー科　教授 宮下　修行先生講演

新時代の呼吸器感染症治療

炎球菌やインフルエンザ菌に対する
薬剤感受性に大きな変化はない。

④結核の存在確認
　レスピラトリーキノロンの多くは
結核菌に感受性があるため、肺結核
合併例への投与では診断の遅れを誘
発する危険性があること、予後不良
因子となること、キノロン耐性のリ
スクとなること、などの不利益があ
るため、本薬剤の使用に際しては本
当に必要な状況かどうか、より妥当
性が高い他剤の選択肢がないかどう
かを考慮する必要がある。なおレス
ピラトリーキノロンの中で、トスフ
ロキサシンは抗結核菌作用のないの
が特徴である。しかし、結核と肺炎
の同時感染例で結核の発見が遅れた
事例もあり、注意が必要である。
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例が多い。慢性心肺疾患など基礎疾
患保有者においては肺炎球菌、イン
フルエンザ菌に次いでモラキセラ・
カタラーリスを考慮する必要があ
り、高齢者では口腔内菌や嫌気性菌
の関与率が高い。その他、頻度的に
は高くはないが重症化する危険性が
高いレジオネラも考慮する必要があ
る。

②薬剤耐性状況の把握
　市中肺炎における重要な耐性菌と
して、 ペニシリン耐性肺炎球菌
（penicillin-resistant Streptococcus 
pneumoniae：PRSP）、β-ラクタマ
ーゼ非産生アンピシリン耐性インフ
ルエンザ菌（β-lactamase-negative, 
ampicillin-resistant Haemophilus 
influenzae：BLNAR）、マクロライド
耐性マイコプラズマ、モラキセラ・
カタラーリスなどが挙げられる。

③ レスピラトリーキノロンの特性比
較

　現在、わが国で使用可能なレスピ
ラトリーキノロンは６剤ある（レボ
フロキサシン、トスフロキサシン、
モキシフロキサシン、シタフロキサ
シン、ガレノキサシン、ラスクフロ
キサシン）。６剤には各々の特性が
あり、連鎖球菌への効果、嫌気性菌
への効果、マイコプラズマへの効
果、結核菌への効果、など同等では
ない。薬剤選択において重要な点
は、薬剤耐性菌を誘導しにくいこと
で、薬剤耐性対策アクションプラン
（2016～2020）には、「薬剤動態学
／薬力学等の最新の科学的根拠に基
づく知見の公的な感染症ガイドライ
ンへの反映」と記載されている。す
なわち、mutant selection window幅
の広いキノロン系薬では耐性菌が誘
導されやすく、mutant prevention 
concentrationを超える面積が大きい
ほど耐性菌は誘導されにくいとされ
ている。この理論に則って開発され
た薬剤はガレノキサシンとラスクフ
ロキサシンである。日本感染症学
会、日本化学療法学会、日本環境感
染学会では、臨床分離菌の薬剤感受
性サーベイランスを実施しており、
ガレノキサシン（2007年発売）の肺

もっと便利な貯蓄型保険

※サイバー保険もお問い合わせください！

〈次回受付は４月１日開始〉

最高2000万円保障を格安の保険料で

最高1億2000万円保障

加入者数5万人、
積立金総額1兆3千億円

〈休業保障制度は４月１日受付開始〉
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☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害に
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介護保険Sasa*L誕生！
ササエル


